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看護師の労働安全衛生 

Occupational Health and Safety for Nurses 

 

国際看護師協会（ICN：International Council of Nurses）は、看護師一人一人が、その仕事に起因す

る傷害または疾病のリスクを負うことなく、健全で安全な環境で働く権利を有していると確信する。

労働安全衛生とは、周囲のコミュニティ及び一般環境に及ぼす影響の可能性を考慮しつつ、職場内ま

たは職場に起因する、労働者の健康とウェルビーイングを害する恐れのある危険有害要因（ハザード）

を予測、認識、評価及び制御することである1。 

 

保健医療従事者の労働環境は、最も危険な職業現場の一つであると考えられ、看護師は健康に有害な

ものにさらされることが少なくない。職業上の傷害と疾病は、精神的苦痛や仕事に対する不満を増大

し、離職の増加につながることが多く、看護師不足の悪化及び看護労働力問題に悪影響を及ぼす2。看

護師の健康とウェルビーイングを守ることは、個々の看護師、患者、家族及びコミュニティのほか、

保健医療組織や保健医療制度に対し、広範にわたり良好なアウトカムをもたらす。保健医療セクター

における安全な労働環境は、質の高いケア提供に不可欠であり、労働力の強化にも貢献する3, 4。 

 

保健医療環境に見られる危険有害要因には、生物学的危険有害要因（ウィルス、バクテリア）、化学

的危険有害要因（グルタルアルデヒド、細胞毒性薬）、人間工学的危険有害要因（過度の労作、転倒、

抱え上げ）、物理的危険有害要因（放射線、鋭利物）及び精神的危険有害要因（交代制勤務、過剰な

業務量、暴力、ストレス）がある。これらの危険有害要因へのばく露の可能性は、看護及び保健医療

に対する要求の増大、人間工学的配慮の不足、不適切な人員配置及びシフトパターンによって高まる

ことが多い5, 6, 7。また、十分かつ適切な個人防護具（PPE）の利用は、職業上の危険有害要因へのば

く露を防止する上できわめて重要である。しかし、PPEは普遍的に利用可能というわけではなく、利

用できたとしても使用のコンプライアンスが最適とは言えないことがよくある8。危険有害要因が適切

に制御されていないクライアントの自宅や環境等のコミュニティの現場、看護師が唯一の保健医療提

供者となる可能性のある地理的及び職業的に孤立した現場、及び紛争や災害の現場等、労働環境によ

っては、看護師は業務上の健康被害についてさらに高いリスクにさらされる9。 

 

保健医療セクターに対して労働安全衛生に関する法律を整備していない国もある。また、法の施行を

監視する手段や違法な雇用主を罰する手続きが無効または存在しない国もある。さらに、多くの政府

は、健全な政策形成の基盤としての、看護職や他の保健医療従事者の事故、傷害及び疾病の発生に関

するデータの定期的な収集を怠っている。データを定期的に収集している国でも、業務関連の傷害及

び疾病が過少報告されていることによって、データの収集が阻害されている可能性がある6。 
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ICNの所信及び勧告 

看護の世界的な声として、ICNは以下を表明する： 

• 各国看護師協会（NNA）、雇用者、看護師と他の保健医療専門職、看護職能組織と規制機関、労

働組合、国と地方政府、及び看護教員と研究者等のすべての保健医療の利害関係者は、保健医療

セクターにおける安全な労働環境を積極的に推進するための倫理的、道徳的及び法的責任を有す

ると確信する。 

• 継続教育、予防接種やPPE等の、安全な労働環境についての看護師の権利を保護する国際的、国

及び地方の政策または手段を推進する。 

• すべての労働者は自身の雇用に起因する疾病、疾患及び負傷に対して保護されるべきであるとい

う原則を定めた国際労働機関（ILO）憲章とその憲章を支持する1981年の職業上の安全と健康に

関する条約（第155号）を強く支持する10。 

• 労働安全衛生領域における研究を奨励し、適切な利害関係者に対して定期的に関連情報を配布す

ることを奨励する。 

• 労働力の高齢化という背景において、高齢者の労働者グループは特に職業上の疾病及び傷害のリ

スクがあることに鑑み、高齢者に対して特に注意を払う必要があると確信する1。 

 

ICNは、各国看護師協会（NNA）に各国政府と連携して以下を行うことを奨励する： 

• 自国政府に対して、労働者の労働安全衛生に関する国の政策枠組みを国家保健医療戦略に統合し、

法律による裏付けを確立し、定期的にモニタリングと評価を行い、そして、他セクターと協力の

上実施するよう要請する。 

• 看護師の労働環境の安全性と適合性、及びリスクの高い行動や態度、手順、行動に関する研究を

開始し、またはそれを支援する。 

• 保健省に対して、適切な防護具の利用可能性等、看護師の健康とウェルビーイングを保護するた

めに必要なあらゆる手段の採用及び実施を要請する。 

• 保健医療サービスにおける職員の安全衛生に対する規制の順守を系統的にモニタリングする。 

• 暴力及び暴言等、保健医療セクターにおける職業上の危険有害要因に関して、看護師、雇用者及

び一般市民の認識を高める。 

• 安全な環境に関する（労働者としての）権利、及び自身の安全を守り他者の安全を推進する義務

について、看護師の認識を高める。 

• 政府に対して、職業上の健康被害に関する適切な情報及び新しい指令を提供するように働き掛け

る。 

• 職業上の疾病及び／または傷害に関連する看護師の補償請求を支援する。 
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• 政府と協働して、看護師の労働に関連する事故、傷害及び疾病の発生に関する情報を取得及び普

及する。 

• 保健医療現場における労働安全衛生の課題に取組むため、保健省と労働省の連携を高める。 

 

ICNは保健医療の雇用者に対して、以下を要請する： 

• 労働安全衛生に関する法律、関連ガイドライン及び新規の指令を順守する。 

• 十分な職員配置数、管理可能な業務量、管理監督者の支援及び質の高いリーダーシップを備えた

働きやすい実践環境を構築する11。 

• 職業上の健康への危険有害要因を特定し、労働に関連する事故、傷害及び疾病を予防するための

政策とプログラムを開発して実践する。 

• スタッフ全員のPPEへの無料のアクセスを確保する。 

• 利用しやすく、機密が守られ、効果的な報告の仕組みを構築または促進する。 

• リスク評価に示された領域に特有の継続教育等、職業上の危険有害要因の予防と管理に関する研

修を提供する。 

 

ICNは臨床家、教育者、研究者、政策に影響を与える者または幹部としての役割をもつ個々の看護師

に対して、以下を要請する： 

• 労働に関連する事故、傷害及び疾病のいかなる発生についても公式に報告する。 

• 職場におけるリスク及び危険有害要因を認識し、安全を確保して自身の健康を守るための適切な

手順に従う。 

• 定期健康診断を受け、自身の仕事に関連する感染症の予防接種を受ける。 

• 職業上の危険有害要因の予防と管理に関する教育研修に参加する。 

 

1987年採択 

1993年、2000年、2006年、2017年見直し・改訂 
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